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参加議員 

自民クラブ会派 

小豆畑緑、花田明仁、長谷川章悦、大矢保、中田靖人、澁谷洋子、

柿崎孝治、関貴光 

調査期間 令和８年４月 22 日（水）～令和８年４月 24 日（金） 

調 査 先 

及び 

調査事項 

① 千葉県成田市 

成田公設地方卸売市場について 

② 東京都港区 

港区学童クラブ等弁当配送事業について 

 

視 察 概 要 

■ 調査先 ①千葉県成田市 

■ 調査事項 成田公設地方卸売市場について 

■ 調査内容 

 

〔調査期日〕令和８年４月 23 日（木） 

〔調査目的〕現状の課題・今後の取組等について 

〔調査先対応者〕経済部部長 鈴木浩和氏 

経済部卸売市場長 須向範之氏 

        経済部主幹 窪木克好氏 

経済部係長 高岡憲一郎氏 

 

〔調査事項説明内容等〕 

１．視察目的 

成田市公設地方卸売市場は、成田空港に近接する立地を活かし、輸出・物

流・加工・観光機能を備えた「高機能型市場」として整備されている。 

従来の卸売市場機能に加え、海外輸出やインバウンド需要への対応、地域

活性化を見据えた先進的な市場運営を行っていることから、その整備内容及

び運営手法について視察を行った。 

 

２．主な取組 

（１）ワンストップ輸出機能 

成田市場では、成田空港との近接性を活かし、輸出向け物流機能を強化し

ている。 

市場内で、集荷・加工・梱包・検疫・輸出手続・空港輸送までを一体的に

行う「ワンストップ輸出エリア」が整備されており、鮮度を維持したまま迅

速な輸出が可能となっていた。特に、日本食需要の高まりを背景に、水産物

や青果物の輸出拡大を推進している点が特徴的であった。 

 

（２）高機能物流・衛生管理 

市場内にはＨＡＣＣＰ対応施設や低温管理設備が導入されており、衛生管

理及び品質保持体制が強化されていた。 

また、加工・物流機能を市場内に集約することで、・作業効率向上・鮮度維 



持・流通コスト削減・輸出対応強化などにつなげている。従来型市場と比

較し、輸出を前提とした高度な施設整備が進められている点が印象的であっ

た。 

 

（３）観光・交流機能 

市場内には飲食施設や物販施設も整備されており、市民や観光客も利用で

きる施設となっていた。単なる流通拠点ではなく地産地消、観光振興など、

地域活性化機能も併せ持つ市場として整備されていた。 

 

以上のとおり、成田市公設地方卸売市場では、 

・輸出対応 

・高機能物流 

・衛生管理 

・観光・交流機能 

を組み合わせた先進的な市場整備が進められており、地域経済活性化の拠点

として大きな役割を果たしていた。 

今後、本市においても地域特性を活かした市場機能の強化や、高付加価値

化に向けた取組を進める上で、大変参考となる内容であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



視 察 概 要 

■ 調査先 ②東京都港区 

■ 調査事項 港区学童クラブ等弁当配送事業について 

◇ 調査内容 

 

〔調査期日〕令和８年４月 24 日（金） 

〔調査目的〕経緯や事業の目的・事業内容等について 

〔調査先対応者〕子ども若者支援課長 菊池太佑氏 

        子ども若者支援課子ども若者支援係長 樺澤隆氏 

 

〔調査事項説明内容等〕 

 １．視察目的 

港区では、学童クラブ利用児童の増加や保護者ニーズの多様化を背景に、

夏休み等長期休業期間中の昼食対応として「学童クラブ等弁当配送事業」を

実施している。 

特に、保護者の負担軽減や児童の健康管理、安全面への配慮を目的として、

民間事業者と連携した弁当配送事業を展開していることから、その事業内容

や導入経緯、運営上の工夫等について視察を行った。 

 

２．主な取組 

（１）導入前の丁寧な調整 

港区では、事業開始前に各施設への説明や意見聴取を行い、運営事業者や

保護者との調整を丁寧に実施していた。 

 

（２）アレルギー対応 

令和６年度からはアレルギー対応食の提供も開始していた。 

対応として、除去食対応、アレルギー情報の明記、注文時確認、施設側の 

情報共有など、安全確保を最優先とした運営が行われていた。 

食物アレルギーは重大事故につながる可能性があるため、慎重な対応体制

が整備されている点が参考となった。 

 

（３）保護者負担軽減 

保護者からは、好意的な意見が多く寄せられていた。また、スマートフォ

ン等から注文可能であり、利便性向上にもつながっていた。 

 

以上のとおり、学童クラブにおける昼食支援は、単なる弁当配送ではなく、

子育て支援、保護者負担軽減、児童の健康管理、安全確保につながる重要な

施策であると感じた。 

また、行政が事業者選定や安全管理に関与することで、一定水準のサービ

ス確保につながっている点も参考となった。 

本市においても、共働き世帯の増加や猛暑対策などを踏まえ、学童保育に

おける昼食支援のあり方を検討する上で、大変参考となる内容であった。 

 


